
スペースプラザ
新
日
本
印
刷
あ
な
た
の
本
『
簡
単
本
』
に
思
い
出
を

エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
３
６
０
日
時
間
稼
働
「
切
削
加
工
の
コ
ン
ビ
ニ
工
場
」
と
ベ
ト
ナ
ム
工
場

グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ノ
１
１
月
に
開
催
さ
れ
る
審
査
員
研
修
・
内
部
監
査
員
養
成
コ
ー
ス
の
ご
案
内

み
は
し
内
装
用
装
飾
部
材
「
ゴ
ー
ル
ド
デ
コ
」

バ
ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
カ
ラ
ス
被
害
防
止
装
置

大
同
機
械
電
源
の
な
い
場
所
で
も
使
用
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
作
業
灯

コ
ミ
ー
正
面
に
貼
る
だ
け
で
安
心
通
行
「
Ｆ
Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」

日
本
発
明
振
興
協
会
発
明
相
談

チ
ノ
ー
ハ
ン
デ
ィ
熱
画
像
計
測
装
置
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
　
Ｔ
Ｐ
―
Ｓ
」

重
松
製
作
所
保
護
め
が
ね
３
」
販
売
開
始
「
ｕ
ｖ
ｅ
ｘ
　
ｉ
―

ラ
コ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
「
清
缶
剤
」
が
不
要
に
な
る
装
置
の
施
設
導
入
が
急
拡
大

『ＬＳＦＴＣ』納入台数実績２１年２２年２３年２４年２５年２６年６０５０４０３０２０１００（平成）９９９（台数）２５（１９月）３０４７
ユ
ー
ベ
ッ
ク
切
削
・
研
削
工
具
寿
命
大
幅
ア
ッ
プ
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
工
シ
ス
テ
ム
」

ア
イ
・
エ
ム
・
ジ
ー
最
新
の
技
術
と
高
い
レ
ベ
ル
で
機
械
加
工

サ
ン
セ
イ
定
額
で
デ
ザ
イ
ン
出
し
放
題
の
サ
ー
ビ
ス
「
デ
ザ
ホ
」

秩
父
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
路
面
の
簡
単
補
修
材
「
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
」

　
建
設
資
機
材
の
レ
ン
タ
ル

の
大
同
機
械
は
、
電
源
の
無

い
場
所
で
も
使
用
で
き
る
充

電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
作
業
灯
を
販
売

い
た
し
ま
す
。

【
特
　
徴
】

◆
大
容
量
９
Ａ
ｈ
リ
チ
ウ
ム

　
イ
オ
ン
蓄
電
池
を
内
蔵
し

　
全
光
束
１
２
５
０

で
約

　
６
時
間
点
灯
。

◆
点
灯
と
同
時
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ

　
ー
ト
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
や

　
ス
マ
ホ
へ
の
給
電

５
Ｖ

　
／
２
Ａ

も
可
能
。

◆
ス
イ
ッ
チ
部
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ

　
ン
ジ
ゲ
ー
タ
に
よ
り
、
電

　
池
残
量
の
確
認
が
可
能
。

◆
本
体
の
防
水
・
防
塵
性
能

　
は
Ｉ
Ｐ
６
５
に
準
拠

Ｄ

　
Ｃ
ジ
ャ
ッ
ク
と
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ

　
ー
ト
は
簡
易
防
水

。

◆
付
属
の
自
在
取
り
付
け
金

　
具
や
、
バ
イ
ス
で
単
管
な

　
ど
へ
の
固
定
が
可
能
。

　
本
製
品
に
オ
プ
シ
ョ
ン
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
ベ
ー
ス
を
取
り

付
け
る
こ
と
で
、
暗
く
な
り

が
ち
な
倉
庫
や
ガ
レ
ー
ジ

で
、
手
も
と
明
か
り
と
し
て

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
価
格
は
、
２
万
５
０
０
０

円
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

大

同
機
械
、
〒

―

東
京
都

墨
田
区
緑
１
の

の
６
、

０
３
・
３
６
３
４
・
３
９

１
１

　
エ
ッ
セ
イ
、
料
理
本
、
旅

行
記
な
ど
、
日
頃
書
き
続
け

た
原
稿
が
「
エ
ッ
セ
イ
Ａ
５

判
・
Ｂ
６
判

万
円
か

ら
」
と
い
う
料
金
で
本
に
で

き
ま
す
。

　
書
籍
や
雑
誌
な
ど
編
集
企

画
、
印
刷
に
実
績
を
持
つ
貢

専
門
の
新
日
本
印
刷
が
、
制

作
の
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

す
。

　
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な
ど

様
々
な
ご
希
望
に
お
応
え

し
、
見
栄
え
の
あ
る
本
を
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
、
原
稿
を
お

持
ち
の
方
、
作
品
の
入
稿
か

ら
印
刷
・
製
本
・
発
送
ま
で

担
当
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

新
日

本
印
刷

、
〒

―

東
京

都
新
宿
区
山
吹
町
３
４
２
、

０
３
・
３
２
６
９
・
３
６

１
１

　
エ
ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
は

１
３
０
台
以
上
の
生
産
設
備

を
３
６
０
日

時
間
稼
働

し
、
小
ロ
ッ
ト
品
、
量
産
品

写
真
上

を
、
お
客
様
の

必
要
な
時
に
お
届
け
す
る
加

工
工
場
で
す
。

　
「
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
」
で
お
客
様
の
ご
要
望

に
お
応
え
す
べ
く
、
Ｎ
Ｃ
旋

盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ
、
Ｎ
Ｃ
自

動
旋
盤
だ
け
で
な
く
、
切

削
、
ワ
イ
ヤ
ー
加
工
、
表
面

処
理
な
ど
の
二
次
加
工
も
可

能
で
す
。

　
ま
た
、

時
間
以
内
の
見

積
提
示
と
徹
底
し
た
行
程
管

理
を
行
い
、
さ
ら
に
低
コ
ス

ト
で
高
品
質
を
誇
る
、
量
産

品
を
本
社
工
場
と
同
様
の
設

備
と
品
質
管
理
体
制
の
ベ
ト

ナ
ム
工
場

写
真
下

で
生

産
し
、
利
便
性
に
優
れ
た
工

場
と
し
て
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

【
主
な
設
備
】

　
Ｎ
Ｃ
旋
盤

台
　
Ｎ
Ｃ
自

動
旋
盤

台
　
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ

台
　
そ
の
他
ワ
イ

ヤ
ー
放
電
・
円
筒
切
削
・
平

面
切
削
・
フ
ラ
イ
ス
盤
・
切

断
機
・
白
黒
ア
ル
マ
イ
ト
・

各
種
メ
ッ
キ
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ
先

エ

ク
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
〒

―

福
島
県
田
村
市
常
葉
町

常
葉
字
七
日
市
場

、

０

２
４
７
・
７
７
・
４
１
９

６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
７
・
７

７
・
４
１
９
７

　

ア
イ
・
エ
ム
・
ジ
ー

は
、
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
と

卓
越
し
た
技
術
で
お
客
様
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
機
械
加

工
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
単
品
物
か
ら
量
産
物
ま

で
部
品
、
製
品
の
製
作
が
可

能
で
す
。

　
ま
た
、
加
工
物
だ
け
で
な

く
生
産
装
置
・
治
具
な
ど
の

設
計
か
ら
製
造
・
組
み
立
て

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
弊
社

の
加
工
物
・
製
造
物
に
対
し

て
は
、
短
納
期
に
も
対
応
し

ま
す
。

　
素
材
に
関
し
て
も
鉄
・
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ス
テ
ン
レ
ス

だ
け
で
な
く
、
銅
や
真

な

ど
も
加
工
可
能
で
す
。

　
さ
ら
に
、
ア
ク
リ
ル
・
ジ

ュ
ラ
コ
ン
・
Ａ
Ｂ
Ｓ
や
ナ
イ

ロ
ン
・
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
な
ど

樹
脂
加
工
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
金
属
や
樹
脂
に
関
し
た
加

工
を
一
手
に
請
け
負
っ
て
い

る
の
で
、
お
得
意
様
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
　

　
今
後
も
お
客
様
に
喜
ん
で

頂
け
る
よ
う
丁
寧
な
対
応

を
モ
ッ
ト
ー
に
幅
広
い
対
応

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ア

イ
・
エ
ム
・
ジ
ー
、
〒

―

大
阪
市
八
尾
市
北
亀
井
町

２
の
２
の
８
、

０
７
２
・

９
２
２
・
６
０
９
４
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
７
２
・
９
９
１
・
４
０

２
５

　
日
本
発
明
振
興
協
会
で

は
、
中
小
企
業
と
個
人
発
明

家
の
発
明
研
究
を
、
啓
も

う
、
支
援
す
る
た
め
、
「
発

明
相
談
」
を
無
料
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
と

き
、
特
許
や
実
用
新
案
を
出

願
し
た
い
時
な
ど
、
指
導
員

が
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
面
談

方
式
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

　
平
日
の
予
約
制
で
す
の

で
、
事
前
に
電
話
し
て
相
談

日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

公

財

日
本
発
明
振
興
協
会
、

〒

―

東
京
都
渋
谷
区
桜

丘
町
４
の

、

０
３
・
３

４
６
４
６
９
９
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
３
４
６
４
６
９
８
０

　
ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い

る
工
場
は
そ
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
大
半
が
「
清
缶
剤

の
他
一
部
管
理
薬
剤
」

以

下
清
缶
剤
・
薬
剤

の
費
用

と
い
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
ご

紹
介
は
そ
の
清
缶
剤
・
薬
剤

が
不
要
に
な
る
と
い
う
画
期

的
な
装
置
で
す
。

実
用
新
案
特
許
登
録
済

　
平
成

年
に
発
売
さ
れ
た

本
装
置
は
、
３
年
間
毎
年
９

台
と
低
調
で
し
た
。
一
昨
年

以
降
、
費
用
対
効
果
の
大
き

さ
が
注
目
さ
れ
急
成
長
し
て

い
ま
す
。
一
昨
年
は

台
、

昨
年
は

台
、
と
倍
増
し
、

昨
年
の

台
の
内

台
は
リ

ピ
ー
ト
設
置
で
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
既
に
９
月
で

台
と
好
調
に
伸
び
て
い
ま

す
。

グ
ラ
フ
参
照

　
本
装
置
導
入
の
そ
の
効
果

は
、

設
置
し
た
日
か
ら
清

缶
剤
・
薬
剤
が
不
要
。

清

缶
剤
な
ど
投
入
機
器
・
場
所

・
人
件
費
が
不
要
。

水
中

溶
存
酸
素
に
よ
る
ボ
イ
ラ
ー

壁
面
の
発
錆
を
抑
制
。

ボ

イ
ラ
ー
内
壁
が
不
動
態
化

し
、
赤
錆
が
黒
錆
に
変
化

ボ
イ
ラ
ー
寿
命
の
延
長

化

ボ
イ
ラ
ー
内
壁
の
シ

リ
カ
な
ど
が
は
く
り
す
る
た

め
、
ボ
イ
ラ
ー
の
熱
伝
導
率

熱
効
率

が
ア
ッ
プ
す

る
。

電
気
伝
導
率
が
安
定

す
る
た
め
ブ
ロ
ー
回
数
が
減

り
、
燃
料
費
や
電
気
使
用
料

金
が
低
減
す
る
。

清
缶
剤

・
薬
剤
を
使
用
し
な
い
た
め

ボ
イ
ラ
ー
排
水
の
排
水
処
理

作
業
が
軽
減
す
る
。

担
当

者
は
清
缶
剤
・
薬
剤
を
扱
わ

な
い
た
め
、
健
康
管
理
で
安

心
。

　
こ
れ
ら
の
効
果
を
確
認
す

る
た
め
に
、
平
成

年
５
月

よ
り
試
験
設
置
を
行
い
設
置

方
法
や
効
果
測
定

公
的
指

定
機
関
の
水
質
検
査
結
果

な
ど
を
経
て
予
想
以
上
の
好

結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
現
在
１
２
５
カ
所
、
１
６

５
台
の
ボ
イ
ラ
ー
に
設
置
。

都
内
大
手
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
や

広
島
の
国
立
大
学
病
院
に
も

導
入
さ
れ
、
装
置
の
効
果
が

証
明
さ
れ
ま
し
た

写
真
は

本
機
器
・
大
型

。

　
本
装
置
の
設
置
に
よ
り
、

清
缶
剤
を
初
め
と
す
る
ボ
イ

ラ
ー
関
連
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

は
も
ち
ろ
ん
、
関
連
経
費
の

大
幅
な
節
減
で
、
製
品
製
造

コ
ス
ト
を
大
幅
に
ダ
ウ
ン
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。

◇
そ
の
他
、

電
源
不
要

メ
ン
テ
年
１
回
／
缶
体
・
濾

剤
洗
浄
・
補
充

仕
様
、
能

力
そ
の
他
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ラ
コ

ス

、
〒

―

東
京
都
港

区
虎
ノ
門
３
の

の
６
朝
日

虎
ノ
門
ビ
ル
３
１
４
、

０

３
・
５
４
７
３
・
０
３
３

５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
５
４
７

３
・
０
５
６
３

　
印
刷
・
広
告
・
販
促
を
手

掛
け
る

サ
ン
セ
イ
は
、
こ

の
た
び
定
額
制
デ
ザ
イ
ン
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
デ
ザ
ホ
」
は
、
従
来
の

１
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、

そ
の
都
度
発
生
す
る
デ
ザ
イ

ン
代
が
、
年
間
契
約
し
て
頂

く
事
で
、
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼

し
放
題
し
て
頂
け
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
に
直
接
関
係
の

無
い
営
業
マ
ン
の
人
件
費

や
、
そ
の
他
の
管
理
費
な
ど

を
一
切
排
除
し
、
年
間
契
約

費

万
８
０
０
０
円

分
割

払
い
は
月
額
７
万
円

と
い

う
低
価
格
に
設
定
す
る
こ
と

が
実
現
し
ま
し
た
。

　
展
示
会
な
ど
の
販
促
物
は

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
社
内

伝
票
や
社
内
資
料
の
作
成
な

ど
も
、
ご
依
頼
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

　
当
社
は
、
創
業

年
、
プ

ロ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
集
団

と
し
て
、
お
客
様
が
普
段
感

じ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン
や
、
デ

ザ
イ
ン
代
へ
の
不
満
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
採
用
に
関
す
る
お
悩

み
の
声
を
、
少
し
で
も
解
決

す
る
よ
う
に
本
サ
ー
ビ
ス
を

是
非
ご
利
用
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

サ

ン
セ
イ
　
デ
ザ
ホ
事
業
部
、

〒

―

大
阪
市
生
野
区
新

今
里
７
の
４
の

、

０
６

・
６
７
５
２
・
９
２
０
１
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・
６
７
５
２
・

９
２
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

担
当

戸
谷
・
伊
東

　
秩
父
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

の
「
ク
リ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス

Ｐ
」
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
や
段

差
、
工
場
・
倉
庫
な
ど
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
床
の
欠
損
部
や

段
差
な
ど
を
、
専
用
機
械
や

専
門
職
を
必
要
と
せ
ず
に
簡

単
に
補
修
で
き
る
ポ
リ
マ
ー

セ
メ
ン
ト
系
補
修
材
で
す
。

　
当
商
品
は
粉
体
部
と
練
液

部
の
二
材
か
ら
成
り
、
こ
の

二
材
を
袋
の
中
で
手
練
り
し

補
修
部
に
施
工
し
ま
す
。

　
速
硬
タ
イ
プ
の
た
め
補
修

部
の
供
用
が
短
時
間
で
可
能

に
な
る
た
め
、
昼
休
み
や
営

業
終
了
後
に
、
従
業
員
が
補

修
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
下
地
と
の
接
着
力

や
耐
摩
消
性
が
良
好
な
た

め
、
広
範
囲
な
用
途
で
補
修

が
可
能
で
す
。

　
仕
上
が
り
色
は
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
色
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
」

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
色
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
」
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
秩
父
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業

の
担
当
部
署

・
営
業
第
一
部
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

秩
父

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　
営

業
第
一
部
、
〒

―

東
京

都
台
東
区
上
野
７
の
７
の
６

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
上
野
６
階
、

０
３
・
３
８
４
４
・
５
０
６

２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
３
８
４

４
・
５
０
８
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
重
松
製
作
所
で
は
、
「
ド

イ
ツ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
２

０
１
３
特
別
賞
」
を
受
賞
し

た
保
護
メ
ガ
ネ
「
ｕ
ｖ
ｅ
ｘ

　
ｉ
―
３
」
の
販
売
を
開
始

し
ま
し
た
。
欧
州
で
生
ま
れ

た
先
進
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
新
機
能
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｆ
ｌ
ｅ

ｘ
ソ
フ
ト
フ
レ
ッ
ク
ス
を

ブ
リ
ッ
ジ
鼻
当
て
テ
ン
プ

ル
に
採
用
し
、
快
適
な
フ
ィ

ッ
ト
感
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
レ
ン
ズ
内
側
は
強
力
防

曇
、
レ
ン
ズ
外
側
は
傷
に
強

く
、
水
や
油
を
は
じ
き
、
汚

れ
が
落
ち
や
す
い
イ
ー
ジ
ー

ク
リ
ー
ン
で
、
使
用
す
る
た

び
に
持
続
す
る
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
優
れ
た
性
能
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
最
先
端
成
型
技
術

に
よ
る
メ
タ
ル
フ
リ
ー
で
、

軽
量
・
長
寿
命
・
安
全
な

「
フ
レ
ー
ム
」
で
す
。

　
ヒ
ン
ジ
は
、
５
段
階
調
節

可
能
で
、
顔
に
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
欧
州
規
格

Ｅ
Ｎ
１
６

６
：
２
０
０
１
、
Ｅ
Ｎ
１
６

８
：
２
０
０
２

、
日
本
工

業
規
格

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｔ
　
８

１
４
７
：
２
０
０
３

に
適

合
し
て
い
ま
す
。

　
色
は
、
ホ
ワ
イ
ト
／
ラ
イ

ム
、
ア
ン
ス
ラ
サ
イ
ト
／
ブ

ル
ー
の
２
種
類
で
、
防
曇
性

能
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

◇
製
造
元

ｕ
ｖ
ｅ
ｘ

　
お
問
い
合
わ
せ
先

重

松
製
作
所
、
〒

―

東
京

都
北
区
西

原
１
の

の

１
、

０
３
・
６
９
０
３
・

７
５
２
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
計
測
・
制
御
・
監
視
と
シ

ス
テ
ム
の
専
門
メ
ー
カ
ー
　

チ
ノ
ー

は
、
「
温
度
は
見

る
時
代
へ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
ハ
ン
デ
ィ
熱
画
像
温
度
チ

ェ
ッ
カ
ー
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
」
Ｔ
Ｐ
―
Ｓ
形

式
を
発
売
し
ま
し
た
。

　
ワ
ン
タ
ッ
チ
操
作
で
手
軽

に
二
次
元
の
温
度
チ
ェ
ッ
ク

が
で
き
る
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
の
操
作
方
法
、

用
途
例
の
動
画
を
動
画
投
稿

サ
イ
ト
で
公
開
中
で
す
。

　
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

ｍ
ｏ

が
、
安
心
・
安
全
に

貢
献
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活

躍
す
る
姿
と
熱
画
像
・
操
作

の
簡
便
さ
を
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
そ
の
１
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ

　
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
」
Ｔ
Ｐ
―
Ｓ

　
形
式
操
作
方
法
説
明
動
画

◇
そ
の
２
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
　
Ｔ

　
ｈ
ｅ
ｒ
ｍ
ｏ
」
Ｔ
Ｐ
―
Ｓ

　
用
途
例
動
画

【
仕
　
様
】

◇
測
定
温
度
範
囲
：

―

　
１
８
０
度
Ｃ

◇
幅

×
高
さ
１
３
８

　
×
奥
行
き

◇
電
源
：
単
三
電
池
２
本

◇
Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
適
合

◇
定
価
：
４
万
６
０
０
０
円

　

税
別

◇
日
本
製

　
お
問
い
合
わ
せ
先

チ

ノ
ー
、
〒

―

東
京
都
板

橋
区
熊
野
町

の
８
、

０

３
・
３
９
５
６
・
２
１
３
１

担
当

民
生
機
器
営
業
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設

で
カ
ラ
ス
の
飛
来
に
よ
り
新

た
な
脅
威
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
悪
戯
で
落
と
す
石
で
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
が
破
損
し
た

り
、
大
き
な
ふ
ん
で
パ
ネ
ル

が
汚
れ
る
な
ど
の
被
害
が
続

出
し
て
い
ま
す
。

　
現
場
で
は
対
策
に
苦
慮
し

て
い
ま
す
が
、
解
決
策
と
し

て
ソ
ー
ラ
ー
発
電
エ
リ
ア
に

カ
ラ
ス
を
飛
来
さ
せ
な
い
事

が
ポ
イ
ン
ト
で
、
永
続
性
の

あ
る
効
果
保
証
装
置
と
し

て
、
バ
ー
ド
ス
ト
ッ
パ
ー
が

開
発
し
た
鳥
類
の
天
敵

ハ

ヤ
ブ
サ

の
模
擬
鳥
装
置

「
Ｆ
Ｆ
タ
イ
プ
Ｓ
Ｓ
型
」
が

好
評
で
す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
で

作
動
す
る
の
で
、
Ａ
Ｃ
電
源

は
不
要
で
利
便
性
と
永
続
性

に
優
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ヤ
ブ

サ
の
形
態
に
よ
る
視
覚
と
、

鳥
の
絶
叫
音
で
視
聴
覚
に
よ

る
複
合
効
果
で
鳥
類
を
追
い

払
い
ま
す
。

　
飛
来
防
止
範
囲
は
２
５
０

０
―
３
０
０
０

。
オ
プ
シ

ョ
ン
で
遠
隔
操
作
の
ほ
か
、

鳥
の
習
性
と
飛
来
時
間
に
合

わ
せ
た
タ
イ
マ
ー
シ
ス
テ
ム

が
あ
り
ま
す
。

　
ソ
ー
ラ
ー
エ
リ
ア
の
平
面

図
で
対
策
と
概
算
見
積
書
を

無
料
作
成
い
た
し
ま
す
。

★
概
算
例

　
ソ
ー
ラ
ー
発
電
エ
リ
ア
２

　
０
０
０

÷
２
５
０
０

　

飛
来
防
止
範
囲

８

　
基

単
価
・
万
円
・
設
置

　
費
別
途

。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料

請
求
先

バ
ー
ド
ス
ト
ッ

パ
ー
、
〒

―

大
阪
市
住

之
江
区
東
加
賀
屋
２
の
７
の

、

０
６
・
６
６
８
３
・

５
１
３
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６
・

６
６
８
３
・
５
１
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
通
路
で
起
こ
る
衝
突
な
ど

の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
は
、
死

角
が
あ
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。

　
コ
ミ
ー
が
発
売
し
た
「
Ｆ

Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」
は
、
フ
ラ

ッ
ト
な
の
に
視
野
が
広
く
、

目
の
高
さ
に
貼
る
だ
け
で
死

角
を
カ
バ
ー
。
ヒ
ヤ
リ
・
ハ

ッ
ト
を
解
消
し
、
安
全
・
安

心
な
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

　
す
で
に
日
本
ヒ
ュ
ー
レ
ッ

ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
新
本
社

や
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
オ
フ

ィ
ス
棟
な
ど
に
納
入
し
て
い

ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
、
学
校
、

病
院
、
工
場
、
商
業
施
設
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
通
路
の
衝
突

防
止
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｆ
ミ
ラ
ー
通
路
」

は
、
車
い
す
の
衝
突
対
策
と

し
て
も
有
用
で
、
車
い
す
の

先
端
は
目
の
位
置
よ
り
も
前

に
あ
る
た
め
、
曲
が
り
角
で

衝
突
が
お
こ
り
や
す
く
、
ミ

ラ
ー
が
あ
れ
ば
死
角
が
自
然

と
目
に
入
り
、
車
い
す
で
も

安
心
し
て
通
行
で
き
ま
す
。

　
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

賞
品
。
お
試
し
無
料
貸
し
出

し
制
度
を
利
用
し
て
見
え
方

を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ

ー

、
〒

―

埼
玉
県
川

口
市
並
木
１
の
５
の

、

０
４
８
２
５
０
５
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
華
飾
材
の
総
合
メ
ー
カ
ー

み
は
し

で
は
、
内
装
用
装

飾
部
材
「
ゴ
ー
ル
ド
デ
コ
」

を
好
評
発
売
中
で
す
。

　
「
ゴ
ー
ル
ド
デ
コ
」
は
、

亜
鉛
合
金
ダ
イ
カ
ス
ト
製
の

ベ
ー
ス
に
メ
ッ
キ
や
塗
装
を

施
し
た
装
飾
材
で
、
植
物
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ア
ラ
ベ
ス

ク
調
の
優
雅
な
曲
線
や
重
厚

感
の
あ
る
手
触
り
が
高
級
感

を
感
じ
さ
せ
る
製
品
で
す
。

　
配
色
パ
タ
ー
ン
は
全
部
で

４
種
類
、
艶
の
あ
る
金
色
、

艶
の
あ
る
金
色
と
ホ
ワ
イ
ト

の
コ
ン
ビ
、
艶
消
し
さ
れ
た

金
色
と
ア
イ
ボ
リ
ー
の
コ
ン

ビ
と
古
金

ク
ラ
シ
カ
ル
な

ブ
ラ
ウ
ン
色
調

が
あ
り
ま

す
。

　
デ
ザ
イ
ン
は
、
装
飾
材
１

７
２
点
、
額
縁
４
点
と
豊
富

で
、
製
品
同
士
を
多
彩
に
組

み
合
わ
せ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

意
匠
を
作
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

　
さ
ら
に
、
リ
ン
グ
形
状
の

製
品
に
鏡
や
天
然
石
、
布
、

人
工
大
理
石
な
ど
を
は
め
込

ん
で
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
装
飾

材
に
仕
立
て
た
り
、
数
字
や

文
字
を
入
れ
込
ん
で
ル
ー
ム

ナ
ン
バ
ー

写
真
右

や
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
し
て
、
ま

た
、
円
孤
の
カ
ー
ブ
に
沿
わ

せ
る
タ
イ
プ
は
、
階
段
柱
な

ど
の
装
飾
材
と
し
て
活
用
で

き
ま
す
。

写
真
左

　
華
や
か
で
上
品
な
デ
ザ
イ

ン
と
質
感
は
、
結
婚
式
場
、

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
や

バ
ー
、
各
種
商
業
施
設
な
ど

の
壁
面
や
什
器
家
具
へ
の
装

飾
、
同
飾
り
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
装
飾
、
フ
ァ
サ
ー
ド
、
イ

ン
テ
リ
ア
小
物
と
し
て
使
用

す
る
事
で
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
図
れ
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
「
華
飾
材
市

場
」
み
は
し
グ
ル
ー
プ
５
階

都
営
地
下
鉄
三
田
線
／
新

高
島
平
駅
　
徒
歩
１
分

で

「
ゴ
ー
ル
ド
デ
コ
」
を
使
っ

た
施
工
例
を
展
示
中
で
す
。

　
製
品
の
詳
細
は
、
検
索
サ

イ
ト
「
ゴ
ー
ル
ド
デ
コ
」
を

検
索
す
る
か
、
み
は
し
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　に

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

資
料
請
求
無
料

　
お
問
い
合
わ
せ
先

み
は

し

、
〒

―

埼
玉
県
和

光
市
白
子
３
の

の

、

０
４
８
・
４
６
４
・
０
３
８

４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
４
６
６

・
１
０
３
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ノ
で

は
、
各
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
規
格
の
審
査
員
研
修
、

内
部
監
査
員
養
成
コ
ー
ス

を
、
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

　
詳
細
は
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
程
】

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
審
査

員
研
修
コ
ー
ス
」

　
５
日
間
通
学

　

月

日

月

―

日

　

金

　
東
京
・
名
古
屋

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
内
部

監
査
員
養
成
コ
ー
ス
」

　
２
日
間
通
学

　

月
６
日

木

―
７
日

　

金

　
東
京
・
新
潟

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
審

査
員
研
修
コ
ー
ス
」

　
５
日
間
通
学

　

月

日

月

―

日

　

金

　
東
京

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
内

部
監
査
員
養
成
コ
ー
ス
」

　
２
日
間
通
学

　

月

日

木

―

日

　

金

　
東
京
・
大
阪
・

　
仙
台

◆
「
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ａ
Ｓ
１
８
０
０

１
審
査
員
資
格
拡
大
研
修
コ

ー
ス
」

　
３
日
間
通
学

　

月

日

土

―

日

　

月
・
祝
日

　
大
阪

◆
「
Ｏ
Ｈ
Ｓ
Ａ
Ｓ
１
８
０
０

１
内
部
監
査
員
養
成
コ
ー

ス
」

　
２
日
間
通
学

　

月

日

木

―

日

　

金

　
東
京

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
審
査
員
研
修

コ
ー
ス
」

　
５
日
間
通
学

　

月

日

月

―

日

　

金

　
東
京

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
内
部
監
査
員

養
成
コ
ー
ス
」

　
２
日
間
通
学

　

月
５
日

水

―
６
日

　

木

　
東
京

◆
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｓ
１
６
９

４
９
内
部
監
査
員
養
成
コ
ー

ス

」

　
２
日
間
通
学

　

月

日

木

―

日

　

金

　
　
東
京

　
こ
の
他
、
多
く
の
コ
ー
ス

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
講
師
派
遣
セ
ミ
ナ

ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

グ

ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ノ
　
研
修

部
、

０
３
・
３
３
１
９
・

９
０
１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ユ
ー
ベ
ッ
ク
は
、
高
圧
ポ

ン
プ
を
使
わ
な
い
高
圧
ク
ー

ラ
ン
ト
装
置
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
加
工
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発

し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

【
特
　
徴
】

　
高
圧
ク
ー
ラ
ン
ト
加
工

は
、
工
具
よ
り
早
い
周
速
で

ク
ー
ラ
ン
ト
液
を
連
続
供
給

し
、
工
具
の
回
転
で
で
き
る

空
気
層
を
打
ち
破
っ
て
、
摩

擦
熱
を
抑
え
る
加
工
法
で

す
。
通
常
は
高
圧
ポ
ン
プ
が

必
要
で
す
が
、
高
価
な
た
め

一
般
的
に
は
導
入
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。

　
当
社
は
通
常
の
ク
ー
ラ
ン

ト
ポ
ン
プ
の
利
用
だ
け
で
こ

の
条
件
を
充
た
す
こ
と
に
成

功
し
ま
し
た
。

【
加
工
ス
ピ
ー
ド
倍
速
化
】

　
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
加
工
」

で
は
、
少
量
の
エ
ア
に
乗
せ

る
だ
け
で
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
が

可
能
。
こ
の
技
術
と
当
社
の

精
密
濾
過
装
置
、
さ
ら
に
、

豊
富
な
経
験
で
培
っ
た
加
工

ノ
ウ
ハ
ウ
の
組
み
合
わ
せ

で
、
貴
社
の
既
存
ラ
イ
ン
の

工
具
寿
命
や
加
工
ス
ピ
ー
ド

が
２
倍
以
上
と
驚
異
的
に
ア

ッ
プ
し
、
不
良
率
も
圧
倒
的

に
低
く
な
り
ま
す
。
熱
伝
導

率
の
高
い
銅
や
ア
ル
ミ
も
高

精
度
に
加
工
で
き
ま
す
。

　
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
加

工
直
後
の
工
具
が
手
で
握
れ

る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

写
真
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
加
工
の
一
例

　
お
問
い
合
わ
せ
先

ユ

ー
ベ
ッ
ク
、
〒

―

愛
知

県
名
古
屋
市
千
種
区
春
岡
１

の
１
の
２
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｎ

仲
田
ビ
ル
６
―
３
、

０
５

２
・
７
６
１
・
２
７
２
８

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（ ） 【友の会】 ２０１４年 平成２６年 １０月３日 金曜日 　　


